
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

注ｌ該当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以外の』勝業者の方はし印の記入は不要です，

２「基準年度」とは計画期間の前年度を、「目標年度」とは計画期間のjik終年度を、「報告年度」とは計画期'１１１のうち、今h』1慨告の対象となる年度をいいだす：

３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送ＩＩＬ両排出区分」と１ｔ自動『に運送事業行について1ｔ便jllの傘拠の位|撒を(〔制】府内とするili11Li
の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排ltI区分」と(士'二記以外の京都府内における1｢業所等の蛎業活lijlに伴いﾁ§’１ﾐする温寵効果ガス
をいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出壁等」の「用途区分」には、○○I:場、１仔務所などの用途を記入してください，「原lii位の指標」に1t、分子の「＝鹸化"§(《換算」の下に分けとなる指標（生産数1,1[、延べ床IIii
積、走行距離等）を記入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減通等」のうち「森林の保全及び整備」の「目標年度（計画）」欄にIt3f画jU111II中のI]標の蝿]卜を、「鰍告(1二度（笈紐）」欄に１t笈綱の紫１１|･を記入してください

６「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基地とした排出戯の対比や、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン調jiiの採lU、特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの１１Ⅲ減
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる嚇務
所の所在地）

滋賀県野洲市市三宅６５６号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

京セラＳＬＣテクノロジー株式会社代表取締役社長前耕司

事業者の主たる
業種 電気機械器具製造（高密度配線基板の製造）

該当する事業者
要件 蟻京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

鷹

症

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者
150両以上）

(大規模運送事業者（トラック又はバス１００台以上／タクシー150台以上／鉄道車両

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間干成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

｢全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に、
護活動を推進する。

人類・社会の進歩発展に貢献すること」を経営理念とする当社の考え方を基に、環境方針を定め、環境保

推進体制

総務本部長を事業所長として、環境安全管理責任者、部門責任者、環境推進リーダー、環境推進員にて推進体制を組んでいる。

環境マネジメントシステム名称 ISOl4001 

適用範囲 製造、営業、販売、管理等
取得年月日 平成18年10月１０日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
直の状況

年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

設備、対象、工程等

空調・熱源設備

製造設備

空調・熱源設備

措置内容

除湿時期における温水戻り熱量の有効利用

3階現像装置の制御変更による待機消費電力肖Ｉ減

コンプレッサーの廃熱禾Ⅱ用による燃料削減

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績）

14,380.0ｔ 12,940.0ｔ -10.0％ 15,878.5ｔ １０．４‘X， 

ｔ ｔ ％ ｔ ０ Ｊ１ ９’ 

ｔ ｔ ％ ｔ IXI 

＊１ １４，３８０．０ｔ ＊２ １２，９４０．０ｔ －１０．０％ ＊‐1 15,878.5ｔ 1０．４（X， 

19年度と比較して生産数iik(総生産で63.9%)が大きく珊加していることで、温室効果ガスの排lll職１ｔ10.41lb珊加したが、「除湿時Mjlにおける温水展り熱l師)ｲj幼Flllllル
「３階現像装極の制御変更による待機消費電力削減北「コンプレッサーの魔熱利川1による燃料削減」等の対策により、排(１１遜の期加を仰ili'Ｉすることができたと觜える

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

京都綾部工場
二酸化炭素換筧

総生産実績金額
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 1W減』ﾈ：（笈絨）

2.303ｔ-CO2/百万円 1.976t-co2/百万円 －１４．２％ 1.551ｔ_CO2/百万円 -32.71》(，

％ (lib 

％ (ﾘｸﾞ 
.。、

「除湿時期における温水戻り熱hRの有効利用ル「３階現像装綴の制御変更による待機消費趣力ﾊﾞﾘ減Ｌ「コンプレッサーの廃熱利用による燃料ﾊﾞﾘ減」津(ﾉ)対茂によ})．
改善効果をとげることができたと考える，

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス
排出量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組戯等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収量） ｔ 

(利用戯） IｎJ (削減量） ｔ 

(充電ft） kwｈ (削減且） ｔ 

(熱供給鮭） GＪ (削減量） ｔ 

(購入、） kwｈ (削減壁） ｔ 

(購入戯） ｔ (削減壁） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取jMl戯等 (二酸化炭素換算）

(整禰面積） hａ (吸収敬） ｔ 

(利用砿） 、｢1１ (削減lit） ｔ 

(完趣駄） kwｈ (削減lUt） ｔ 

(熱供給職） GＪ (削iW0(） ｔ 

(職人 kwｈ (削減li(） ｔ 

(職人lil【） ｔ (riﾘ減 ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１ １４，３８０．０ｔ 

目標年度（計画）

(*2)-(掌3）１２，９４０．０ｔ

増減率（,ｉｌ画）

-10.0％ 

報告年度（実績）

(判）（*5） １５，８７８．５ｔ 

1W減率（火統）

10.4％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

･地元の小学校を対象に環境出前授業を実施した。
･ＣＳＲ経済・社会・環境報告会を地元の行政関係者、住民、取引先向けに開催した。

特記事項

綾部工場では、従来型の吸収式冷凍機と比較して高効率のターボ冷凍機を３台採用し、熱エネルギーの有効活用を図っています。
又、ポンプや空調機の送風機に用いられているモーターにインバーターを積極的に採用し、冷凍機やコンプレッサーの台数制御、
とで、効率的なエネルギーの使用を推進しています。

並びに廃熱利用を行うこ


